
善福寺川を 6 区分し、それぞれの区間に約２ｋｍの調査ルート（Ａ～F）を

設定、各ルートに出現する鳥類の確認を同時間一斉に実施しました。 

調査は、一定の速度で２時間歩き、ルート上の幅 50ｍ（片側 25m)の範囲

に出現する鳥類の種類、個体数、諸行動について記録しました。 

各ルートについて、A ルートは池の周辺に樹林や植栽帯、池内にヨシや低木

が点在しています。B・C ルートは住宅地内、D・E ルートは緑地内をそれぞれ

川が流れて、F ルートは住宅地からビル街にかけて川が流れています。 

 

 

  

 

 

【水鳥一斉調査の目的】 

現在の善福寺川の自然を知ることと、区民の皆さんにもっと善福寺川に注目し

てもらうことを目的に、善福寺川でどんな水鳥が、どこで、どれくらい利用して

いるかを一斉に調べる、「善福寺川 水鳥一斉調査」を実施しました。 

ただし、今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で、<区民参加による水鳥調

査>は中止し、＜専門の調査員による水鳥調査＞のみを行いました。 

 

＜実施日＞ 令和４年 2 月 5 日(土)10：００～12：00 晴れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

善 福 寺 川 

A：善福寺公園（上池、下池） 
B：美濃山橋～鍛冶橋 
C：鍛冶橋～松渓橋 

D：松渓橋～尾崎橋 
E：尾崎橋～宮木橋 
F：宮木橋～神田川合流地点 

Ｂ 

 

Ｃ 

 

Ｄ 

 

Ｆ 

 

Ｅ 

 

Ａ 

 

◇各調査ルートの特徴 

善福寺公園の善福寺池とその周辺の

樹林地で、緑が多く、水辺の植物も多
い 

住宅地等に囲まれ、周辺は緑が少ない

が、河川内に水辺の植物が比較的多い 

住宅地等に囲まれ、周辺は緑が少ない

が、河川内は砂州や淵がみられ、水辺
の植物も多い 

善福寺緑地の中を通り、緑が多く、河
川内に水辺の植物が比較的多い 

和田堀公園に接し、緑が多く、河川内
に水辺の植物が比較的多い 

住宅地等に囲まれ、川底がコンクリー
トに覆われ、水辺の植物はほとんど見

られない 

Ａルート（善福寺公園） Ｂルート（美濃橋～鍛冶橋） Ｃルート（鍛冶橋～松渓橋） 

Ｄルート（松渓橋～尾崎橋） Ｅルート（尾崎橋～宮木橋） Ｆルート（宮木橋～神田川合流地） 

調査範囲 調査状況 



区民参加による水鳥調査は、善福寺川流域の小学校の生徒さんとともに、鳥に詳しい先生の

解説を受けながら、善福寺川を利用する鳥について観察し、種類や個体数を記録しています。 

◇水鳥調査参加状況の推移 

第 1 回は小学校 1 校、12 名の少人数で始まった調査ですが、回を重ねるごとに参加者、参

加校が増え、近年は３００名を超える方々に参加いただいております。 

なお、令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、規模を縮小して実施したた

め、例年に比べ少人数での調査となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇参加小学校の位置図 

これまで善福寺川流域の小学校 15 校に参加をいただきました。 

 

 

 

 

 

◇これまでの調査で確認された鳥の種数 

第 1 回、第 2 回の調査では、確認された種数は少なく、20 種類程度でしたが、参加者や調査

範囲が増えることにより、種類も増え、近年は、水鳥、水鳥以外の種類がそれぞれ 20 種近くを

観察できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ れ ま で の 区 民 参 加 に よ る 水 鳥 調 査 
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今回の専門調査員による調査

では、善福寺川全体で３9 種類

の鳥類（水鳥以外の鳥も含め）

が確認され、このうち「水鳥」

は、18 種類でした。 

 

全体を通して最も多く見られ

た水鳥は、「カルガモ」「コガモ」

「オナガガモ」でした。 

 

最も多くの種類が確認された

ルートは、今年もA ルート（善

福寺公園）で、善福寺池を中心

に多くの水鳥が確認されまし

た。 

 

今年の鳥の合計確認個体数を

みると、C ルートが多く、次い

でA ルートでした。 

 

水鳥以外では、ドバト、ムクド

リ、スズメ、ハシブトガラスなど

が多く観察されました。 

 

 

 

 

 

 

専 門 の 調 査 員 に よ る 水 鳥 調 査 の 結 果 １ 

 

 

注 1)青字は、水鳥（外来種は含まず） 

注 2)紫字は、外来種 

注 3)黄色の網かけは、各ルートで確認数の多い

値(上位 3種) 

注 4)灰色の網かけは、交雑個体であるため種数

の合計には含まない 

2022年 2021年 2020年 2022年 2021年 2020年 2022年 2021年 2020年 2022年 2021年 2020年 2022年 2021年 2020年 2022年 2021年 2020年 2022年 2021年 2020年

ｶﾓ ｶﾓ ｵｼﾄﾞﾘ

ｵｶﾖｼｶﾞﾓ 1 1

ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ 6 25 21 6 8 3 17 18

ﾏｶﾞﾓ 2 3 3 2 2 1 3

ｶﾙｶﾞﾓ 156 196 212 32 58 45 6 4 24 25 38 52 15 10 13 45 38 54 33 48 24

ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ 4 5 4 3 2

ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 106 177 159 5 9 2 11 34 31 54 54 85 3 22 6 10 1 27 48 40

ｺｶﾞﾓ 127 76 92 3 3 33 16 30 70 40 40 9 4 15 13 19

ﾎｼﾊｼﾞﾛ 3 10 6 8 1 2 2 3 3

ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 17 53 13 16 39 5 5 4 3 3 7 1

ｽｽﾞｶﾞﾓ

ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ 7 6 8 7 6 8

ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ 12 20 14 2 3 4 1 2 4 2 1 2 8 2 1 4 6 2 1 1

ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ ｶﾜｳ 2 5 9 2 2 2 4 2 1 1 1 1

ﾍﾟﾘｶﾝ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ 7 9 10 7 9 10

ｱｵｻｷﾞ 4 8 7 4 8 6 1

ﾀﾞｲｻｷﾞ 2 2 1 1 1 1

ﾁｭｳｻｷﾞ

ｺｻｷﾞ 6 3 6 2 1 3 1 1 3 1 2 1

ﾂﾙ ｸｲﾅ ﾊﾞﾝ 2 3 2 3

ｵｵﾊﾞﾝ 1 4 3 1 4 2 1

ﾁﾄﾞﾘ ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ

ﾀｶ ﾀｶ ﾄﾋﾞ

ﾂﾐ 1 1 1 1

ｵｵﾀｶ 1 1

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ 7 3 7 5 3 4 1 1 1 1 1

ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｺｹﾞﾗ 3 10 7 2 2 1 5 2 1 2 5

ｱｵｹﾞﾗ 1 1 1 1

ｽｽﾞﾒ ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ 2 1 1 1 1 1 1

ｶﾗｽ ｵﾅｶﾞ 3 21 10 3 15 5 4 2 1 4

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 8 19 19 2 5 4 2 4 1 3 7 1 3 7 7

ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 37 35 34 4 7 15 3 2 3 3 21 23 16 9

ｶﾗｽ科の一種

ｼｼﾞｭｳｶﾗ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 25 70 40 8 11 15 2 2 3 1 5 3 6 7 11 5 14 41 1

ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ 57 136 57 15 45 19 5 8 6 5 2 4 5 12 6 19 61 16 8 8 6

ｳｸﾞｲｽ ｳｸﾞｲｽ 3 1 3 2 1 2 1 1

ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ 8 8 13 6 4 8 2 2 7

ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ 10 39 20 2 15 5 3 4 6 4 6 5 4 9 6

ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ 63 149 68 4 41 10 13 4 11 9 44 6 8 6 10 17 23 21 12 31 10

ﾋﾀｷ ｼﾛﾊﾗ 1 1 1 1

ｱｶﾊﾗ 1 1

ﾂｸﾞﾐ 6 7 9 2 2 1 1 3 1 2 1 1 3 2 3

ﾙﾘﾋﾞﾀｷ

ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ 1 1 1 1 1 1

ｽｽﾞﾒ ｽｽﾞﾒ 55 50 23 2 7 11 38 22 2 4 7 4 8 4 17 2

ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ 9 6 13 1 1 1 1 3 5 4 1 1 1 2 1 3 3

ﾊｸｾｷﾚｲ 59 48 57 2 2 15 13 13 21 10 19 5 5 5 4 11 10 12 9 8

ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ

ｱﾄﾘ ｱﾄﾘ 19 19

ｶﾜﾗﾋﾜ 15 6 7 2

ｼﾒ

ﾎｵｼﾞﾛ ｱｵｼﾞ 1 1 1 1

ｶﾓ ｶﾓ ｱｲｶﾞﾓ(ｱﾋﾙを含む)

ﾊﾞﾘｹﾝ

ｶﾞﾁｮｳ

ｶﾙｶﾞﾓ×ﾏｶﾞﾓ

ﾊﾄ ﾊﾄ ﾄﾞﾊﾞﾄ 151 193 154 52 56 77 18 19 13 44 89 38 4 22 3 15 25 23

ｲﾝｺ ｲﾝｺ ﾎﾝｾｲｲﾝｺ 7 7 11 5 4 5 3 1 2 2 3

個体数 996 1425 1121 188 376 265 119 129 170 288 349 297 68 102 61 185 222 185 148 247 143

種類数 39種 40種 39種 27種 33種 31種 16種 17種 20種 17種 20種 22種 15種 17種 15種 19種 19種 21種 16種 13種 14種

Ｂルート Ｃルート Ｄルート Ｅルート Ｆルート
目名 科名 種名

全体 Ａルート



 

 

 

 

 

 

専 門 の 調 査 員 に よ る 水 鳥 調 査 の 結 果 ２ 

 

Aルート 

善福寺公園 

Ｂルート 

美濃山橋～鍛冶橋 

Ｃルート 

鍛冶橋～松渓橋 

Ｅルート 

尾崎橋～宮木橋 

Ｄルート 

松渓橋～尾崎橋 

Ｆルート 

宮木橋～神田川合流地点 

Ｎ 

Aルート Bルート Cルート Dルート Eルート Fルート 

 

カイツブリ 

ゴイサギ マガモ 

カルガモ オナガガモ 

キンクロハジロ 

バン カワセミ 

ハクセキレイ 

カワウ 

コサギ 

ハシビロガモ 

ダイサギ 

コガモ 

オオバン ホシハジロ 

ユリカモメ 

カルガモ コガモ オナガガモ 

キセキレイ キセキレイ ハクセキレイ 

ダイサギ 

コサギ 

カワセミ カワウ 

セグロセキレイ 

セグロセキレイ ハシビロガモ 

ゴイサギ 

アオサギ 

オシドリ 

マガモ 

カルガモ オナガガモ ハクセキレイ 

キセキレイ 

カワウ 

コガモ 

キンクロハジロ カワセミ 

コサギ セグロセキレイ 

カルガモ オナガガモ ハクセキレイ 

コガモ カワウ 

キセキレイ 

キンクロハジロ コサギ マガモ 

カイツブリ 

バン 

カワセミ 

カルガモ オナガガモ 

コガモ 

キセキレイ 

マガモ 

コサギ 

キンクロハジロ 

カワウ 

コサギ 

カルガモ コガモ オナガガモ 

ハクセキレイ 

ダイサギ マガモ 

ハシビロガモ カワウ 

ホシハジロ スズガモ 

20種類 １6種類 20種類 １0種類 １3種類 11種類 

11～１4回 

ほぼ毎回観察 

される水鳥 

7～9回 

4～5回 

１～3回 

観察は 

稀な水鳥 

キンクロハジロ 

確認された種類数 

オオバン 

◇善福寺川における１4年間（１4回調査）の「水鳥」の確認状況 
 

アオサギ 

キセキレイ 

キンクロハジロ 

チュウサギ 

ハクセキレイ 

14回の調査で 
確認された回数 

カワセミ 

アオサギ 

ダイサギ 

ヒドリガモ ヒドリガモ 

ホシハジロ オカヨシガモ 

ホシハジロ 

オシドリ 



◇主な生育環境による区分別の確認種数（１４年間） 

 

 

 

   

 

 

  

◇善福寺川と杉並区全域の確認種の比較 ◇これまでの調査で確認された注目すべき種類 

 

専 門 の 調 査 員 に よ る 調 査 結 果 3 （ １ ４ 年 間 の 調 査 の ま と め ） 

カイツブリ 

※1 レッドデータブック(環境省.2020） 

ＮＴ：準絶滅危惧 

ＤＤ：情報不足 

 

※2 東京都レッドデータ（東京都.2020） 

CR：絶滅危惧ⅠA類 

EN：絶滅危惧ⅠB類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

* ：留意種 

 

1４回の調査で、善福寺川では約 50 種類もの鳥を確認す

ることが出来ました。 

このうち、水鳥は 24種類（雑種等を除く）で、これは杉

並区全域で確認されている水鳥（25 種類）のほとんどに

該当します。 

水鳥以外の鳥についても、杉並区で観察される鳥の種類の

半分以上を観察できることがわかりました。 

 

⚫ 国や都のレッドデータブックに掲載されている種類をみると、21 種類が該当しました。これら

は、善福寺公園のある A ルートで最も多く、次いで Cルートと E ルートで多く確認しています。 

ダイサギ オオタカ 

バン オオバン セグロセキレイ 

スズガモ 

アオゲラ モズ 

オシドリ カイツブリ コサギ 

カワセミ 

１４年間の一斉調査の結果から、確認された鳥を主な生息環境により区分し、種類や確認個体
数をルート別に平均して比較しました。 

 全体 
冬の時期に、約 38 種の鳥が、善福寺川とその川沿いで観察できることが分かりました。

そのうち「水鳥」は、約 17 種でした。 
 ルート別 
⚫ 最も多くの鳥がみられたのは、Ａルート(善福寺池)で、約 28 種類でした。このうち

「水鳥」は、約 12 種類でした。 
⚫ 種類が最も少なかったは最下流部のＦルートで約１4 種類でした。「水鳥」は約 6 種類で

した。 
⚫ 「水鳥」の種類が最も少なかったのは、善福寺川緑地の中を通るＤルートでした。 
⚫ 「林縁」「林地」「林地～農地」を利用する鳥は、Ａ、Ｄ、Ｅルートで多く、その種類は、

10 種類程度でした。 

⚫ 鳥は、一年中その場にいる留鳥と定期的に長い距離を移動する渡り鳥に分けられます。 
⚫ 冬の時期にみられる善福寺川の水鳥は、確認個体数は渡り鳥（冬鳥）が多く、確認種類

数は留鳥が多くなっています。 
⚫ ただし 2014 年頃から渡り鳥の確認個体数が減少し、留鳥の確認個体数はわずかに増

えています。 
⚫ 確認種類数は、渡り鳥で年による変動がやや大きく、留鳥は概ね 9～10 種類と安定し

ていることが分かります。 

◇水鳥における渡り鳥と留鳥の確認状況の変化 
 

● ルート別 

＜外来の鳥＞ 
ガチョウ、バリケン、ドバト、 
ホンセイインコ 
 

＜市街地などを利用する鳥＞ 
スズメ、ハシブトガラス 
 

＜草地・農地を利用する鳥＞ 
ジョウビタキ、ムクドリ、ハシボソガラス 

 
＜林地などを利用する鳥＞ 
トビ、オオタカ、ツミ、キジバト、オナガ 

 
＜林地を利用する鳥＞ 
アオゲラ、コゲラ、ヒヨドリ、ルリビタキ、
アカハラ、シロハラ、ウグイス、エナガ、
シジュウカラ、メジロ、シメ、アトリ 

 
＜林縁などを利用する鳥＞ 
モズ、ツグミ、アオジ、カワラヒワ 

 
＜水鳥（水辺を利用する鳥）＞ 
カイツブリ、カワウ、ゴイサギ、ダイサギ、
コサギ、アオサギ、オシドリ、オカヨシガ
モ、マガモ、ヒドリガモ、カルガモ、コガ
モ、オナガガモ、ハシビロガモ、ホシハジ
ロ、キンクロハジロ、スズガモ、バン、オ
オバン、カワセミ、キセキレイ、ハクセキ
レイ、セグロセキレイ、ユリカモメ 

※調査時間外のみの確認種は除く 

 ()内の数字は種類数を示す 
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14回の調査で確認された種類数の平均

Ａルート Ｂルート Ｃルート Ｄルート Ｅルート Ｆルート 凡例

林縁などを利用する

林地を利用する

林地～農地等を利用する

草地・農地を利用する

市街地などを利用する

外来種

水鳥

＜留鳥＞ 
カルガモ 

カイツブリ 
カワウ 
ゴイサギ 

アオサギ 
ダイサギ 
コサギ 

バン 
カワセミ 
ハクセキレイ 

分類 目 科 種名 渡り区分 善福寺川 杉並区全域※1
ハト ハト キジバト 留鳥 ● ●

ツツドリ 旅鳥 ●
カッコウ 旅鳥 ●
アマツバメ 旅鳥 ●
ヒメアマツバメ 不明 ●
トビ 不明 ● ●
ツミ 留鳥 ● ●
ハイタカ 不明 ●
オオタカ 留鳥 ● ●
コゲラ 留鳥 ● ●
アオゲラ 留鳥 ● ●

ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 不明 ●
カササギヒタキ サンコウチョウ 旅鳥 ●
モズ モズ 冬鳥 ● ●

カケス 不明 ●
オナガ 留鳥 ● ●
ハシボソガラス 留鳥 ● ●
ハシブトガラス 留鳥 ● ●
ヤマガラ 留鳥 ●
ヒガラ 冬鳥 ●
シジュウカラ 留鳥 ● ●

ツバメ ツバメ 夏鳥 ●
ヒヨドリ ヒヨドリ 留鳥 ● ●
ウグイス ウグイス 冬鳥 ● ●
エナガ エナガ 留鳥 ● ●

メボソムシクイ 旅鳥 ●
エゾムシクイ 旅鳥 ●
センダイムシクイ 旅鳥 ●

メジロ メジロ 留鳥 ● ●
ヨシキリ オオヨシキリ 旅鳥 ●
ムクドリ ムクドリ 留鳥 ● ●

シロハラ 冬鳥 ● ●
アカハラ 冬鳥 ● ●
ツグミ 冬鳥 ● ●
ルリビタキ 冬鳥 ● ●
ジョウビタキ 冬鳥 ● ●
エゾビタキ 旅鳥 ●
コサメビタキ 旅鳥 ●
キビタキ 旅鳥 ●
オオルリ 旅鳥 ●

スズメ スズメ 留鳥 ● ●
セキレイ ビンズイ 旅鳥 ●

アトリ 冬鳥 ● ●
カワラヒワ 留鳥 ● ●
シメ 冬鳥 ● ●
ホオジロ 不明 ●
カシラダカ 不明 ●
アオジ 冬鳥 ● ●

キジ キジ コジュケイ 留鳥 ●
ハト ハト カワラバト(ドバト) 留鳥 ● ●
インコ インコ ホンセイインコ 留鳥 ● ●
スズメ チメドリ ガビチョウ 不明 ●

28 52

水
鳥
以
外
の
鳥

計（雑種は除く）

スズメ

カラス

シジュウカラ

ムシクイ

ヒタキ

アトリ

ホオジロ

アマツバメ アマツバメ

タカ タカ

キツツキ キツツキ

カッコウ カッコウ

分類 目 科 種名 渡り区分 善福寺川 杉並区全域※1
オシドリ 冬鳥 ● ●
オカヨシガモ 冬鳥 ●
ヒドリガモ 冬鳥 ● ●
マガモ 冬鳥 ● ●
カルガモ 留鳥 ● ●
ハシビロガモ 冬鳥 ● ●
オナガガモ 冬鳥 ● ●
コガモ 冬鳥 ● ●
ホシハジロ 冬鳥 ● ●
キンクロハジロ 冬鳥 ● ●
スズガモ 冬鳥 ● ●
マガモ×カルガモ 不明 ● ●
カルガモ×オナガガモ 不明 ●

カイツブリ カイツブリ カイツブリ 留鳥 ● ●
カツオドリ ウ カワウ 留鳥 ● ●

ゴイサギ 留鳥 ● ●
アオサギ 留鳥 ● ●
ダイサギ 留鳥 ● ●
チュウサギ 旅鳥 ● ●
コサギ 留鳥 ● ●
バン 留鳥 ● ●
オオバン 冬鳥 ● ●

チドリ コチドリ 旅鳥 ●
シギ イソシギ 旅鳥 ●

ブッポウソウ カワセミ カワセミ 留鳥 ● ●
キセキレイ 冬鳥 ● ●
ハクセキレイ 留鳥 ● ●
セグロセキレイ 不明 ● ●

24 25

水
鳥

計（雑種は除く）

チドリ

スズメ セキレイ

カモ カモ

ペリカン サギ

ツル クイナ

※1「杉並区自然環境調査報告書（第 7次）」 調査は 1985～2018年の間に 10回実施。旅鳥は除く。 

水鳥（水辺） （17）

林縁（３）

林地（８）

林地～農地（3）

草地・農耕地（３）

市街地・その他（２）

外来種（２）

● 全体（38種） 

Ａルート Ｂルート Ｃルート Ｄルート Ｅルート Ｆルート

カイツブリ カイツブリ カイツブリ NT ● ●

ゴイサギ VU ● ●

ダイサギ NT ● ● ● ● ●

チュウサギ NT NT ●

コサギ VU ● ● ● ● ● ●

オシドリ DD EN ●

ホシハジロ VU ● ● ● ●

スズガモ ＊ ●

トビ NT ● ●

オオタカ NT EN ● ● ●

ツミ EN ● ●

ノスリ CR

バン EN ● ●

オオバン CR ● ●

ブッポウソウ カワセミ カワセミ VU ● ● ● ● ●

キツツキ キツツキ アオゲラ EN ● ●

セキレイ セグロセキレイ VU ● ● ●

モズ モズ CR ● ● ● ●

シジュウカラ ヤマガラ VU

アトリ ウソ NT

カラス オナガ NT ● ● ● ● ● ●

14 8 11 6 9 5

タカ タカ

ツル クイナ

スズメ

目名 科名

コウノトリ サギ

カモ カモ

種数の合計

種名
これまでの調査で確認された場所

国ＲＤ※1 東京都

ＲＤ※2
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本調査で確認された鳥たち 


